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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、多国籍企業のグローバル調達戦略の実態、本社の方針と推進方
法、及びそのための人材育成について研究調査を実施することである。海外滞在中、海外研究者の協力により、
多国籍企業のグローバル調達の担当者へのインタビュー調査を行った。また、海外研究者と議論しながら研究内
容を深め、国際学会で研究報告を実施した。
　多国籍企業の本社は、グローバル調達の推進及びそのための仕組み作りに重要な役割を果たしていることを明
らかにした。また、多くの企業は、海外調達拠点と連携しながら全社の調達機能を統括し、拠点間の連携やグロ
ーバル人材の育成に力を入れ、グローバル調達の推進と強化を図っていることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to conduct survey on the role of the 
headquarters in MNCs in global sourcing strategy, strategic integration activities of headquarters, 
and human resource development for that purpose. During overseas visits, we conducted several 
interviews with global procurement staffs of MNCs through cooperation of collaborators. Also, while 
discussing with collaborators, we deepened the research contents and reported it at ICOSCM 2017.In 
this research, we find that the headquarters of MNCs play an important role in promoting global 
procurement and creating a system of global sourcing for that. In addition, we also find that many 
MNCs are promoting and strengthening global procurement by centralizing the procurement functions of
 the entire company in cooperation with international procurement offices (IPOs) oversea, focusing 
on collaboration between IPOs and plants and the development of global human resources in order to 
promote and strengthen global procurement.

研究分野：国際経営
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１．研究開始当初の背景 
 

科研費基盤研究(C)に採択された、多国籍

企業の中国における国際購買調達オフィス

(International Purchasing/Procurement Office, 

IPO)に焦点を当てた研究を発展させ、中国で

上手く運営できている欧州多国籍企業に重

点をおいた国際比較を行う必要があった。欧

州多国籍企業に重点をおいた国際比較が必

要になった理由は、これまでの研究成果と強

く関連しているので、その内容を紹介する。 

既に、中国に進出している日欧米多国籍企

業 18 社を対象に、中国 IPO の展開プロセス

とその役割についての全体像の実態を明ら

かにしている(高,2014a; 高, 2013)。欧米系

多国籍企業の多くは、中国での調達する品目

と量が急速に拡大するのに伴い、IPO の設置

を加速し、その果たす役割が益々大きくなっ

ている。中には、中国 IPO はグローバル調達

の機能にとどまらず、サプライヤー基盤の整

備と強化の機能も発揮することで、新たな生

産拠点の中国シフトを後押しすることにな

り、本国本社の対中投資を促進している事例

も現れている(高,2014b)。対して、中国 IPO

を設置する日系多国籍企業は稀である。原因

は幾つかあり、中国サプライヤーの品質問題

に対する懸念が払拭できないことがある。ま

た、日本企業の多くは独自性を持つ事業部や

カンパニー制が組織構造の中に根強く残っ

ており、生産拠点の海外移転はそれぞれの事

業分野によって展開されるために、それぞれ

の生産拠点が各自に調達活動を行い、拠点間

の調整と統合も難航しやすく、欧米企業のよ

うな分散された拠点を国際的に統合された

グローバル調達を行うための組織の再編成

と再構築が進められていない事情がある

(高,2015)。 

これらを踏まえると、現在の研究を発展さ

せるためには、欧州在住の共同研究者と連携

し、これら企業の実態を詳細に調査・分析す

ることが不可欠であった。 

２．研究の目的  

 

国際共同研究の目的は、グローバル調達を

推進するために欧州系多国籍企業の本社統

括機能と人材育成がどのように行われてい

るのかを明らかにすることにある。 

「中国における多国籍企業のグローバル

調達」（基盤研究 C）の研究では、中国 IPO に

焦点を当てた。そこで、日欧米多国籍企業の

海外駐在員が果たす役割に大きな違いが見

られた。中国 IPO の持続的な成長や中国での

調達の推進と強化を果たし、さらに本社グロ

ーバル調達戦略に影響を及ぼすのは、欧米系

企業がほとんどである (高, 2014a; 高, 

2014b)。従って、「中国における多国籍企業

のグローバル調達」（基盤研究 C）の研究を発

展させるために、欧米多国籍企業が戦略的に

グローバル調達を推進する上で、本社の方針

や推進の方法、調達組織の構造、本社の役割

における日欧米企業の違いを明らかにする

必要があった。 

 

３．研究の方法  

 

国際共同研究の目的は、欧州企業本社のグ

ローバル調達戦略の実態、本社における IPO

をサポートする体制及び人材の育成・派遣の

仕組みについて研究調査を実施することで

ある。 

海外滞在中、海外研究者の協力により、多

国籍企業のグローバル調達担当者へインタ

ビュー調査を行った。とりわけ、イギリス滞

在中は、共同研究者の先生がオーガナイズし

て、隔月開催する研究会（Supply Chain 

Summit）に参加し、有益な議論を進めること

ができた。企業の中で調達部門のマネジャー

やサプライチェーン・マネジメント部門のマ

ネジャーである実務家も多数参加していた

ため、サプライヤー（供給側）と買い手（供

給される側）の実態や各側が抱える課題につ



いてデータを収集し、企業におけるグローバ

ル調達の実態把握と理解を深めることがで

きた。 

また、海外滞在中、共同研究者と一緒に各

種の研究会や国際学会に参加し、情報の収集

や研究内容の洗練に取り組んだ。とりわけ、

国際学会では、本研究と直接関連する研究報

告だけではなく、他の研究テーマに関する報

告からも様々な有益な情報や知見を得るこ

とができた。また、共通の研究関心や問題意

識を持つ研究者を訪問し、研究内容を報告し

た上で意見交換を行い、多くの知見を得るこ

とができた。こうした意見交換の結果、新た

な共同研究を発展させることもできた。 

 

４．研究成果 

 

イギリス滞在終了後、共同研究者と一緒に

日本企業の本社を訪問し、日本企業における

グローバル調達戦略及びその実態、本社にお

けるグローバル調達の組織構造と機能、拠点

間の連携などについてインタビュー調査を

行った。これらのインタビュー調査や議論を

踏まえて、イギリスを中心とした欧州系企業

のグローバル調達の実態、拠点間役割の分担、

拠点間連携とそのための本社機能を分析す

ることができた。その分析結果を、2017 年 7

月に中国で開催された学会（ The 11th 

International Conference on Operations 

and Supply Chain Management）で共同研究

報告を行った。学会で得たフィードバックを

踏まえ、海外研究者と議論しながら研究内容

を深め、論文の作成を進めている。 

在外研究終了後、2017 年 9月に共同研究者

が来日し、夏休み期間を利用し、ディスカッ

ションを重ねながら研究内容を掘り下げ、論

文の作成を行った。これまでのインタビュー

調査で収集した資料を整理し、次の発見事実

を得た。多くの企業が世界規模で生産拠点を

拡大することにより経済活動が広域化・グロ

ーバル化する中、各海外拠点を取り巻く環境

の変化とそれら拠点における事業経験の積

み重ねによって、各拠点が築き上げた組織能

力が果たす役割も変化する。多国籍企業の本

社は、グローバル調達の推進及びそのための

仕組み作りに重要な役割を果たしているこ

とを明らかにした。また、多くの企業は、海

外調達拠点と連携しながら全社の調達機能

を統括し、拠点間の連携やグローバル人材の

育成に力を入れ、グローバル調達の推進と強

化を図っていることを明らかにした。また、

海外拠点は相互に影響を及ぼす中で、担う役

割が次第に拡大していった。つまり、企業内

拠点間の連携と相互作用は、各拠点の組織能

力向上や多機能化を促進することを示唆す

る結果が得られた。その研究内容を 2018 年 7

月韓国で開催される予定の国際学会（The 

International Conference on Advances in 

Production Management Systems）で共同研究報

告を行うこととなった。 
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